
２－６　障害者（児）歯科保健

障害者（児）の歯科疾患は、一般的に健常者に比べ高い有病者率を示しています。これは、特別な場合を除いて、障害そのものが原因ではなく、コミュニケーションがうまくいかないことや、口腔衛生に関して自己管理が行き届かないため、初期の段階で処置が行われないことによるものであり、重症化しやすい傾向があります。　また、介助者（保護者、施設職員など）においても、口腔ケアに対する認識が十分でないため、口腔ケアまで管理や予防が行き届かない状況があります。

このため、障害者（児）が安心して治療を受けられるよう、歯科医療機関や保護者からの相談などを受けられる窓口の整備を行うとともに、訪問歯科健診や訪問歯科診療など、地域で障害者の口腔ケアを支援する体制づくりを進めていく必要があります。
【現状と課題】
○本県の身体障害者手帳所持者は、平成19年度末現在で、218,762人であり、そのうち、重度者（１級、２級）は104,816人で全体の47.9％を占めています。また、18歳以上の手帳所持者は214,656人で全体の98.1％を占めています。

療育手帳所持者（知的障害者）は、32,987人であり、そのうち重度者は17,237人で全体の52.3％を占め、重度化の傾向がみられます。
　　　○身体障害者（児）の健康診査も一般の健康診査として実施されているため、歯科に関する実態把握が困難となっています。
○平成20年度における市町村の取組みとしては、北九州市では心身障害者（児）を対象とした歯科診療事業を実施しています。また、福岡市、久留米市では、健康診査・相談を実施しています。
○糸島歯科医師会では、「訪問診療の有無」「身体障害者の受入」「知的障害者の受入」などの歯科医療機関情報を取りまとめ、積極的に障害者の歯科医療に取組んでいます。
○久留米保健福祉環境事務所で実施した特殊歯科保健医療推進事業（平成17年～平成20年）の歯科健診結果によると、歯科疾患において異常なしが２２％、要観察が３７％、要治療が３７％、その他が４％であり、歯科治療の必要性の高さが示されています。
○県では、心身障害者（児）の歯科保健医療を確保するため、県歯科医師会と連携して、次の事業を実施しています。
　　　・心身障害者（児）にも対応できる歯科衛生士の育成
 ・筑豊口腔センターでの心身障害者（児）歯科診療
 　・歯科医師への研修会の開催
・訪問歯科健診や訪問歯科指導（保健福祉環境事務所）　

　　   　　表２－６－１　福岡県の心身障害者歯科保健事業の概要

	事 業 名
	開始年度
	事 業 内 容
	実施状況（平成19年度）

	歯科衛生士養成所施設巡回臨床実習事業
	昭和63年度
	心身障害者（児）に対応できる歯科衛生士養成のため、福岡歯科衛生専門学校の生徒に、社会福祉施設で口腔ケアを実習させる。
	実習施設数：４施設

実習回数：８７回

実習延人員：５２９名


	心身障害者（児）歯科診療所運営事業
	平成元年度
	筑豊口腔ｾﾝﾀｰ（直方市）において、心身障害者（児）歯科診療事業を実施。
	診療日数：５２日（毎週土曜日）

患者延数：２０６人

	心身障害者（児）歯科保健確保事業
	平成２年度
	心身障害者（児）の歯科保健医療を確保するため、福岡県歯科医師会で歯科医師を対象とした啓発、歯科保健対策の研修を実施。
	研修会名:高齢者食機能支援
講習会

内　　容：要介護者の摂食嚥下障害の対応について

参加者数：５１９名

	特殊歯科保健医療推進事業
	平成９年度
	保健福祉環境事務所（13ヶ所）において、心身障害者（児）に対し訪問歯科健診及び歯科保健指導を実施。
	実施場所：知的障害者施設等

実施回数：２７回

受診者数：２９５名


図２―６―２　特殊歯科保健医療推進事業の実施状況
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	項目
	H9
	H10
	H11
	H12
	H13
	H14
	H15
	H16
	H17
	H18
	H19

	回数
	13
	24
	25
	23
	23
	23
	24
	22
	26
	27
	27

	人数
	271
	348
	309
	355
	442
	446
	564
	503
	610
	601
	620


【今後の方向】
（１）施設および在宅障害者（児）歯科医療の促進

○福岡県歯科医師会と連携し、研修事業を通じて、障害者（児）及び難病の方々に対応できる歯科医師の確保に努めます。

○障害者（児）および難病の方々の歯科疾患の実態を把握するとともに、歯科健診や歯科保健指導を通じて、歯科保健医療体制づくりを支援していきます。
○在宅障害者（児）に対する訪問歯科診療事業を推進し、この事業について広く県民に対して情報の提供を行います。

○行政、歯科医師会、大学附属病院などの連携を深めるとともに、保健福祉環境事務所などでの相談窓口の設置を促進します。
（２）特殊歯科医療機関の整備
○口腔保健センターにおける障害者（児）および難病の方々の診療体制の整備を促進します。

○九州歯科大学、九州大学および福岡歯科大学との連携を図り、障害者に対する高次歯科医療機関の機能を確保し、地域障害者歯科医療の支援を行います。

（３）障害者（児）および難病の方々の歯科医療サービスネットワークの強化と充実
○障害者（児）および難病の方々に対して、ふくおか医療情報ネットを通じて受入可能な歯科診療施設などの情報提供に努めます。
　　　※ふくおか医療情報ネットのホームページアドレス（www.fmc.fukuoka.med.or.jp）
○歯科診療所と後方支援病院の連携を促進し、歯科医療の確保に努めます。

（４）歯科医師などの研修の実施

○施設および在宅における障害者（児）歯科医療を確保するために、福岡県医師会と連携し、歯科医師や歯科衛生士の研修を充実していきます。
○歯科大学および歯科衛生士養成所における障害者（児）歯科教育の充実を図ります。
　
○施設関係者および介護者に対して口腔保健の重要性を啓発し、心身障害者（児）の日常における口腔保健状態の向上を図ります。
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